
赤磐市健康増進計画に関するパブリックコメント（市民意見）

いただいたご意見等 市の考え方

第５章　健康づくりの分野別計画

１　栄養・食生活　　　　　　　　について

◎　P.23健康増進法には管理栄養士の指導領域が定め ご意見のとおり、「管理栄養士」を追記したいと

　　られている。 思います。

　「栄養士等の専門家」を「栄養士・管理栄養士等

　の専門家」に変更してもらいたい。

◎　P.23食育事業は食育基本法が成立して以来、多方面 各種団体の活動も市の健康づくりに大切と考えます。

　　の団体が取り組んでいる。 ご提言の趣旨は計画書に盛り込んでいきます。

　　関係機関のみだけでなく、各種団体とも問題を

　　共有化し、団体の位置づけがきちんとしていれ

　　ば活動が活性化するのではないか。

◎　P.23「食べ物の大切さを知らせる教育」は食育基本 食育の推進は目標達成する上で不可欠であるため、

　　法に基づき学校、保育所で展開することで効果 「取り組み」の中にも取り上げています。

　　が期待できる。 ご意見を踏まえ、食育に基づいた取り組みであるこ

　　食育を柱とすることを強調した方が良いのでは。 とを理解していただけるようにします。

◎　P.24課題解決のためには取り組みの項目の中に具体 全般的にかつ、出来るだけわかりやすいような取り

　　的実践事項があった方がわかりやすいのでは。 組みを記載していますが、細かい実施事項については

計画推進事業の中で示していきたいと思います。

第７章　計画の推進方策　　について

◎　P.67計画内容の周知、健康意識の向上には一方通行 今後、計画推進の取り組みとして、市民の意見を

　　の提供だけでなく、住民参加型の健康づくりを 取り入れながら、健康づくり事業を展開していき

　　推進する必要があるのでは。 ます。



いただいたご意見等 市の考え方

◎　P.67団塊の世代の方々の地域社会での活動も始まり 現段階では健康づくりサポーターを愛育委員・栄養

　　健康づくりに関わっていた医療職（看護師、 委員などを中心に、地域の中で自主的に活動する人

　　保健師、栄養士、歯科衛生士、保育士など）の を考えています。

　　方も地域活動に参加している。 地域で活躍されている方々との連携は重要と考え

　　健康づくりサポーターとして公募登録できる ています。ご意見を参考に今後計画を推進していく

　　制度を設け、活動の場を作ってはどうか。 段階で検討していきたいと思います。

◎　P.68看護協会・栄養士会で協力できることはないか 各種団体、関係機関の方と情報交換などし、共同歩

調をとっていければと思います。


